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人 口 ・ 面 積( 53. 5. 1)

世 帯　　　　206, 689
人 口　　　　626, 367
男　　　　　317, 003
女　　　　　309, 364

面積　　　　53. 25k㎡
人口密度　　11, 762/ k㎡

目標は普及率100パーセント

下水道は都市の基本です
工事にご理解とご協力を

「下
水
道
は
、近
代
都
市
が
生
ん
だ
傑
作
で

あ
る
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、当
区
の
下
水

道
普
及
率
は
、本
年
三
月
末
現
在
、わ
ず
か
十

八
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。区
で
は
こ
の

よ
う
な
遅
れ
を
取
り
戻
す
た
め
に
、昭
和
四
十

八
年
度
か
ら
下
水
道
の
枝
線
の
一
部
建
設
を
都

か
ら
受
託
施
行
す
る
な
ど
普
及
率
の
ア
ッ
プ
に

努
力
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
の使

命

下
水
道
の
使
命
は

、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、
都
市
生
活
の
環
境
改
善
と

公
共
水
域
の
汚
濁
防
止
に

あ
り
ま

す
。
当
区
に
と
っ
て
は
、
こ
の
他
に

浸
水
被
害
か
ら
区
民
の
皆
さ
ん
の
生

命
財
産
を
守
る
と
い
う
大
き
な
目
的

を
持
っ
て
い
ま
す
。

足
立
区
は
ご
承
知
の
と
お
り
、
農

業
を
主
体
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
た
め
に
、
区
内
を
縦
横
に

走
る
水
路
は
、
も
と
も
と
農
業
用
水

路
と
し
て
建
設
さ
れ
て
お
り
、
排
水

の
た
め
の
水
路
と
し
て
は
、
十
分
な

機
能
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。

区
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
額
の
費
用

を
か
け
て
、
水
路
の
改
修
を
は
か
る

と
共
に
、
排
水
場
の
股
備
を
増
強
す

る
な
ど
、
排
水
機
能
の
向
上
に
努
め

て
き
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
ち
″
つ
と
し
た
降
雨

で
、
区
内
各
地
で
浸
水
や
氾
ら
ん
が

繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
根

本
的
に
解
決
す
る
た
め
に
は
、
下
水

道
の
早
期
完
成
以
外
に
有
効
な
方
法

は
見
当
り
ま
せ
ん
。

促
進
へ
の

区
の
取
り
組
み

(
一
)
下
水
道
促
進
連
盟
を
結
成

区
で
は
、
下
水
道
普
及
の
遅
れ
に

悩
ひ
葛
飾
、
江
戸
川
の
両
区
と
歩
調

を
合
わ
せ
て
、
国
や
都
に
対
す
る
各

種
要
請
活
動
を
強
化
す
る
た
め
に
、

昨
年
九
月
、
「
足
立
・
葛
飾
・
江
戸

川
三
区
下
水
道
事
業
促
進
連
盟
」
を

結
成
し
ま
し
た

。

連
盟
の
行
な
う
事
業
と
し
て
は
、

政
府
、
国
会
お
よ
ぴ
関
係
当
局
へ
の

請
願
ま
た
は
陳
情
、
下
水
道
事
業
を

促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
と
な

っ
て
い
ま
す
。

区
で
は
、連
盟
の
力
を
さ
ら
に
強

化
、発
展
さ
せ
、住
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
一
日
も

早
く
、普
及
率
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
実

現
に
男
力
し
て
ゆ
く
方
針
で
す
。

(
二
)
区
の
下
水
道
体
制
を
整
備

下
水
道
盤
備
事
業
は
、
都
が
行
な

っ
て
い
る
も
の
で
す
が
、
区
で
は
、

昭
和
四
十
(
年
度
か
ら
枝
線
工
事
の

一
部
を
受
託
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
早
期
に
普
及

率
を
高
め
る
た
め
に
は
。
あ
ら
ゆ
る

面
で
都
区
間
の
よ
り
一
層
の
協
力
体

制
か
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
区
で
は
本
年
四
月
か

ら
、
都
と
の
連
絡
窓
口
の
般
置
お
よ

び
道
路
の
区
域
標
示
を
担
当
す
る
部

門
の
増
員
を
す
る
な
ど
協
力
体
制
の

強
化
を
は
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
は
枝
線
工
事
の
受
託

の
増
加
に
対
応
す
る
部
門
に
つ
い
て

も
、
逐
次
整
備
す
る
予
定
で
す
。

工
事等へ
の

お
願
い

下
水
道
は
、
道
路
の
下
に
勾
配
を

つ
け
て
管
を
敷
設
し
、
雨
水
や
汚
水

を
収
容
し
ま
す
。

従
っ
て
、
当
区
の
よ
う
な
平
坦
地

で
は
、
ど
う
し
て
も
管
の
‘敷
設
位
置

が
探
く
な
り
、
工
事
も
畏
期
化
す
る

こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
。
皆
さ
ん
方
の
お
近
く

で
、
交
通
止
め
や
、
騒
音
、
振
動
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
ご
迷
愚
を
お
か
け
す

る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

ご
迷
惑
を
最
小
限
に
止
め
る
よ
う
。

適
切
な
工
法
の
採
用
と
細
心
の
注
意

を
払
っ
て
い
ま
す
の
で
今
後
と
も
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
下
水
道
工
事
を
施
工
す
る

際
に
は
、
道
路
と
民
地
と
の
境
界
が

明
確
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

従
っ
て
境
界
が
不
明
確
な
場
所
に

つ
い
て
は
、
工
事
に
先
だ
っ
て
道
路

区
域
の
確
認
を
行
な
い
ま
す
。

こ
の
場
合
、
道
路
に
接
す
る
土
地

所
有
者
の
立
会
い
か
必
要
に
な
り
、

関
係
土
地
所
有
者
の
方
に
は
、
あ
ら

か
じ
め
立
会
い
日
時
な
ど
を
記
峨
し

た
「
立
会
依
頼
通
知
書
」
を
郵
送
し

ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
年
度
の
下
水
道
工
事
の

予
定
は
下
欄
の
と
お
り
で
す
。

早
期
普
及
の

た

め
に

下
水
道
の
早
期
普
及
を
は
か
る
と

い
う
こ
と
は
、
決
し
て
易
し
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費
用
の
問
題
、
技
術
上
の
問
題
、

あ
る
い
は
工
事
に
よ
る
被
害
の
問
題

な
ど
、
下
水
道
普
及
の
前
に
、
立
ち

は
だ
か
る
壁
は
、
ど
れ
一
つ
を
取
り

あ
げ
て
も
、
険
し
い
も
の
で
す
。

し
か
し
区
の
努
力
と
、
区
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
か
あ
れ
ば

決
し
て
、
越
え
ら
れ
な
い
壁
で
は
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
、
区
民
の
皆
さ
ん
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
も
の

で
す
。

下
水
道
に
関
す
る
問
合
せ
先
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・・・
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都市生活の根幹下水道…工事は大規模に

豆
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仮
取
り
入
れ
施
設

下
水
道
か
整
備
さ
れ
水
洗
化

が
可
能
に
な
っ
た
地
域
を
「
処

理
区
域
」
と
言
い
下
水
道
か
盤

備
さ
れ
て
い
て
も
末
端
か
処
理

場
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
雨
水

の
み
を
取
り
込
ひ
地
域
を
「

水
区
域
」
と
言
い
ま
す
。

「
仮
取
り
入
れ
施
設
」
と
は
、

稼
助
し
て
い
る
ポ
ン
プ
所
に
下

水
道
管
を
接
続
し
、
降
雨
時
の

水
路
の
水
を
そ
の
下
水
道
管
に

収
容
す
る
た
め
の
施
設
で
す
。

現
在
、
区
内
に
は
こ
の
施
設

が
七
か
所
あ
り
、
こ
こ
か
ら
取

り
込
む
水
量
は
、
毎
分
約
四
百

二
十
ト
ン
に
の
ぼ
っ
て

い
ま

す
。下

水
道
は
、
水
洗
化
に
よ
っ

て
最
も
大
き
な
メ
リ
'
卜
を
発

揮
し
ま
す
が
、
当
区
に
お
け
る

下
水
道
は
、
「
処
理
区
域
」
以

外
に
お
い
て
も
徐
々
に
そ
の
効

果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

下
水
道
の
助
成
金
制
度

下
水
道
工
事
が
終
わ
っ
て
、
甲

地
区
に
指
定
さ
れ
る
と
(
そ
の
地

域
を
都
の
公
報
で
告
示

す

る
ほ

か
、
下
水
道
局
か
ら
も
お
知
ら
せ

や
説
明
賢
料
を
お
配
り
し
ま
す
)

水
洗
便
所
が
早
く
ゆ
き
わ
た
る
よ

う
に
、
く
み
と
り
式
を
水
洗
式
に

改
渣
す
る
場
合
と
私
道
に
排
水
設

備
を
作
る
場
合
に
、
下
水
道
局
で

は
一
定
の
条
件
の
も
と
に
助
成
し

て
い
ま
す
。な
お
、私
道
に
排
水
設

備
を
作
る
と
き
は
、
区
か
ら
も
下

水
選
局
の
助
成
額
の
二
分
の
一
以

内
の
助
成
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◎
水
洗
便
所
助
成

助
成
条
件
　
一
般
助
成
・
・
・
世
帯
全

員
の
前
年
の
総
所
得
金
額
等
の

合
計
が
二
百
六
十
万
円
(
総
収

入
金
額
か
ら
給
与
所
得
控
除
額

お
よ
ひ
必
要
経
費
を
差
し
引
い

た
額
)
未
満
で
あ
る
こ
と
　
特

別
助
成
=
・
生
活
保
護
世
帯
お
よ

ぴ
住
民
税
(
都
民
税
・
特
別
区

民
税
な
ど
)
を
課
さ
れ
て
い
な

い
世
帯
の
う
ち
適
当
と
認
め
ら

れ
る
者

助
成
額
　
一
般
助
成
…
四
万
五
千

七
百
円
以
内
　
特
別
助
成
・・・
十

三
万
七
千
百
円
以
内

申
請
期
限
　
処
理
区
域
と
な
っ
た

日
か
ら
三
年
以
内
。
な
お
、
特

別
助
成
に
は
三
年
以
内
の
期
限

は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
私
道
排
水
設
備
助
成

助
成
条
件
　
幅
員
が
一
・
五
㍍
以

上
の
私
道
に
五
戸
以
上
(
ア
パ

ー
ト
な
ど
で
は
一
世
帯
一
戸
と

み
な
す
)
が
共
同
し
て
排
水
設

備
を
都
が
定
め
た
標
摩
に
よ
っ

て
作
る
場
合
で
、
各
戸
が
従
夾

の
く
み
取
り
便
所
(
し
尿
浄
化

槽
を
含
む
)
を
早
急
に
水
洗
式

に
改
造
す
る
こ
と

助
成
額
　
都
で
定
め
た
助
成
額
・
・
・

私
道
の
構
造
に
よ
っ
て
異
な
る

が
公
遭
に
凖
ず
る
標
単
的
私
道

で
一
㍍
当
り
一
万
九
千
四
百
円

申
請
期
限
　
処
理
区
域
と
な
っ
た

日
か
ら
三
年
以
内

※
な
お
、
東
京
都
同
和
対
策
事
雀

の
一
環
と
し
て
水
洗
便
所
助
成
制

度
が
別
に
股
け
ら
れ
て
い
ま
す

。

す ず かけ

隅
田
川
に
十

七
年
ぶ
り
に
早

慶
レ
ガ
ッ
タ
が

復
活

し
ま

し

た
。懸
案
の
「
両

国
の
花
火

」
も

今
年
は
実
現
し

そ
う
で
す
。
下
町
の
風
物
が
復
活

す
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
す

。

「
千
住
の
花
火

」
も
復
活
の
声

が
た
か
ま
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は

阿
波
踊
り
を
主
と
し
た
区
民
納
涼

大
会
が
実
現
し
ま
し
た
が
、
今
年

は
花
火
を
打
ち
上
げ
た
い
と
検
討

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
「
千
住

の
花
火
」
は
大
正
十
三
年
千
住
新

橋
の
開
通
を
記
念
し
て
行
な
わ
れ

て
か
ら
昭
和
三
十
年
ま
で
、
「
両

国
の
花
火
」と
同
様
、下
町
の
夏

の
風
物
詩
と
し
て
人
ぴ
と
に
親
し

ま
れ
た
行
事
で
し
た
。小
さ
い
時

の
最
も
楽
し
い
行
事
の
思
い
出
の

一
つ
は
、
や
は
り
花
火
で
は
な
い

で
し
I
つ
か
。

荒
川
堤
の
五
色
桜
は
、現
在
ワ

シ
ン
ト
ン
の
ポ
ト
マ
y
ク
河
畔
に

大
樹
と
な
っ
て
咲
き
誇
っ
て
い
ま

す
が
、中
川
堤
の
桜
同
様
、
そ
の

ル
ー
ツ
は
面
彫
を
止
め
て
い
な
い

の
が
残
念
で
す
。

花
火
と
桜
は
「新
し
い
足
立
」

の
ふ
る
さ
と
造
り
の
な
か
に
、ぜ

ひ
復
活
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

足
立
区
長
　
長
谷
川
久
勇

み
ん
な
で

広
報
映
画
を

ご
家
族
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
映
画

会
を
開
い
て
み
ま
せ
ん
か
。広

報
映
画
の
ほ
か
に
、
日
本
お
と

き
話
や
デ
ィ
ズ
一
丁

の
マ
ン
ガ

も
あ
り
ま
す
。
申
込
み
は
電
話

で
広
報
課
へ
ど
う
ぞ
。

明
る
く
住
み
よ
い
足
立
区
へ

区
長
移
動
応
接
室

足
立
区
は
施
策
の
目
標
を
『
明

る
く
住
み
よ
い
足
立

』
の
実
現
に

置
い
て
い
ま
す

。
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
日
常
生
活

に
直
接
関
係
の
深
い
仕
事
を
し
て

い
る
の
が
区
役
所
で
す
。

区
が
仕
事
を
計
画
す
る

と
き

は
、皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
う
か

か
っ
て
計
画

し
、ま
た
そ
れ

を
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
す
る
手

順
、つ
ま
り
広

聴
―
企
画
-
広

報
の
順
を
く
り

か
え
す
の
が
本
来
の
あ
り
か
た
で

す
。
「区
長
移
動
応
接
室
」(
写
真
)

は

、
区
長
が
直
接
皆
さ
ん
と
お
話

を
す
る
の
で
す
か
ら
、
区
行
政
を

本
当
に
皆
さ
ん
の
た
め
の
も
の
に

す
る

、
最
も
よ
い
手
段
の
一
つ
と

い
え
ま
す

。

今
年
は
去
年
に
引
き
続
き
「
環

墺
と
防
災
」を
テ
ー
マ
に
、
次
の

日
程
で
行
い
ま
す

。
同
一
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
区
畏
を
か
こ
み
話

し
合
う
こ
と
で
、
地
域
の
方
ど
う

し
か
、共
通
の
場
と
、お
互
い
の
人

間
性
を
発
見
し
合
い
、
新
し
い
親

愛
感
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
期
待
さ

れ
ま
す
。

あ
な
た
も
、

ぜ
ひ
お
い
で
く

だ
さ
い
。

日

程

と会

場

時
間
は
午
後
七

時
～
午
後
九
時

七
月
十
日
(
月
)

千
住
本
町
老
人
館

十
一
日
(
火
)
興
野
公
民
館

十
二
日
(
水
)
青
年
館

十
七
日
(
月
)
第
十
四
出
張
所

十
八
日
(
火
)
教
育
セ
ン
タ
ー

ニ
十
日
(
木
)
第
十
九
出
張
所

二
十
一
日
(
金
)
第
二
十
出
張
所

二
十
四
日
(
月
)
鹿
浜
出
張
所

昭
和
五
十
三
年
度

下
水
道
工
事
予
定
表

昭
和
五
十
三
年
度
下
水
道
工
事

予
定
表
(
区
施
行
分
)
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

番
号
・
施
行
場
所
・
施
工
期
間

①
梅
島
一
・
二
丁
目
・
・
・
五
十
三
年

九
月～
五
十
四
年
三
月

②
梅
田
五
・
(
丁
目
・・・
五
十
三
年

四
月
～
十
月

③
梅
田
四
・
町
'
丁
目
'
・
・
五
十
三
年

七
月
～
五
十
四
年
三
月

④
足
立
二
・
三
丁
目
・
=五
十
三
年

七
月
～
五
十
四
年
三
月

⑤
青
井
一
・
六
丁
目
・
=五
十
三
年

七
月
～
五
十
四
年
三
月

⑥
西
綬
瀬
二
丁
目
…
五
十
三
年
七

月
～
五
十
四
年
三
月

⑦
足
立
二
丁
目
=
・
五
十
三
年
十
月

～
五
十
四
年
三
月

⑧
綾
瀬
一
丁
目
・
・
一
五
十
三
年
九
月

～
十
二
月

⑨
梅
田
六
丁
目
=
・
五
十
三
年
七
月

～
五
十
四
年
三
月

⑩
弘
道
一
丁
目
・・一
五
十
三
年
九
月

～
五
十
四
年
三
月

⑪
千
住
三
丁
目
…
五
十
三
年
七
月

～
十
月

⑫
小
台
一
丁
目
=
・
五
十
三
年
七
月

～
十
月

※
施
工
期
間
に
つ
い
て
は
、
若
干

変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
他
、
下
水
道
工
事
の

設
計
な
ど
の
た
め
、
遭
路
の
地
下

の
状
況
を
調
査
す
る
た
め
の
試
験

掘
工
事
か
、
本
年
六
月
～
明
年
三

月
ま
で
の
間
に
左
記
の
地
域
で
順

次
行
な
わ
れ
る
予
定
で
す
。

▽
西
綾
瀬
二
丁
目
、
弘
道
二
丁
目
、

綾
瀬
四
・
六
丁
目
、
一
ツ
冢
一～

四
丁
目
、
竹
の
塚
一～
六
丁
目
、

六
月
一
・
二
丁
目
、
鳥
根
一～
二

丁
目
・
中
央
本
町
一～
三
丁
目
、

西
新
井
栄
町
二
・
三
丁
目
、
西
新

井
本
町
五
丁
目
、
関
原
一～
二
丁

目
、
本
木
一
・
二
丁
目

な
お
、
都
の
施
行
分
に
つ
い
て

は
、
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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環境週間
6月5日～11日

健
康
で
安
ら
ぎ
の
あ
る

環
境
を
め
ざ
し
て

環
境
週
間

今
年
で
六
回
目

石
油
化
学
工
業
の
発
連
、一
千
方

人
に
お
よ
ぷ
大
都
市
の
出
現
、そ
し

て
爆
発
的
な
自
動
車
の
普
及
、―
―

巨
大
な
人
工
の
力
が
物
的
な
豊
か
さ

と
便
利
さ
の
反
面
い
つ
の
ま
に
か
大

気
や
水
、
土
墳
を
汚
染
し
、
貴
重
な

賢
源
そ
荒
し
、
自
然
界
の
正
常
な
営

み
に
重
大
な
脅
威
を
お
よ
ぼ
し
て
い

る
と
い
う
共
通
の
認
識
の

も
と

に

「
国
連
人
間
環
境
会
議

」
が
ひ
ら
か

れ
た
の
は
一
九
七
二
年
で
す

。

日
本
で
も
水
俣
病
な
ど
の
悲
惨
な

公
害
を
二
度
と
く
り
か
え
さ
な
い
決

意
を
こ
め
て
、こ
れ
以
後
毎
年
「環
境
週

関
」(
六
月
五
日
～
十
一
日
)
が
も

う
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

自
然
環
境
の

回
復
を

広
い
地
域
を
お
お
う
光
化
学
ス
モ

ッ
グ
、ぜ
ん
息
な
ど
公
害
病
認
定
患

者
の
増
加
、潔
刻
な
影
響
を
あ
た
え

つ
づ
け
て
い
る
自
助
車
や
工
場
、近

隣
の
騒
音
、都
市
河
川
の
汚
濁
、プ

ラ
ス
チ
y
ク
な
ど
有
客
廃
棄
物
の
問

題
―
―
公
害
は
も
は
や
昔
の
よ
う
に

一
地
域
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、環

境
全
体
に
重
大
な
影
響
を
あ
た
え
て

い
ま
す
。そ
し
て
、生
産
や
都
市
の

あ
り
方
と
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係

に
た
ち
い
た
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し

ょ
う
。

公
害
を
な
く
し
、
自
然
環
墺
の
回

復
を
は
か
る
こ
と
が
、
現
在
と
未
来

に
わ
た
る
人
々
の
健
康
で
、
充
実
し

た
く
ら
し
に
深
く
か
か
わ
る
問
題
と

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
た
め
ま
ず
地
域
の
住
民
の
方

々
や
都
や
区
な
ど
自
治
体
か
力
を
あ

わ
せ
て
と
り
く
ひ
こ
と
が
な
に
よ
り

必
要
な
で
す
。

環
境
問
題
の

解
決
を

区
で
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
協

力
を
得
て
緑
な
ど
自
然
回
復
の
事
業

を
は
じ
め
、公
害
の
監
視
や
規
制
を

一
貫
し
て
つ
よ
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、公
害
の
実
旭
や
緑
の
状
態

を
区
民
の
み
な
さ
ん
に
お
し
ら
せ

し
、相
談
や
ご
意
見
も
う
か
が
っ
て

い
ま
す
。

「環
境
週
間
」を
む
か
え
、ぜ
ひ

地
域
の
環
境
や
公
害
の
問
題
に
つ
い

て
つ
よ
い
関
心
を
も
ち
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
を
つ
う
じ
て
積
極
的
な
勵
ら

き
か
け
を
お
ね
が
い
し
た
い
と
お
も

い
ま
す

。

ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
を

区
公
害
課
で
は
、
「
環
境
週
間
」

に
「
公
害
に
つ
い
て
の
僅
民
意
識
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
は
主
婦
の
方
で
住
民
基
本
台

帳
か
ら
無
作
為
抽
出
し
、
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
。

こ
の
調
査
の
結
果
は
、
今
後
の
公

害
行
政
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
の

で

、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

元渕江公園

7
8
公
害
の
あ
ら
ま
し
(
足
立

区
)
・
環
境
調
査
結
果
報
告
書

・
公
害
防
止
の
て
び
き
(
手
続
編

)
を
、発
行
し
ま
し
た
。

ご
希
望
の
方
は
、
公
害
課
へ

ど
う
ぞ

。

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い

夏
花
品
評
会

日
時
　
六
月
二
十
日
(
火
)
～
二
十
一
日

(
水
)

場
所
　
区
産
業
振
興
館

一
般
観
覧

二
十
日
　
正
午
～
午
後
五
時

二
十
一
日
　
午
前
九
時
～
午
後
二
時

即
売足

立
花
卉
農
協
に
よ
る
鉢
花
類
の
即
売
を

行
な
い
ま
す
。

※
な
お
、
両
日
と
も
先
着
二
百
名
の
方
に
切

花
を
さ
し
あ
げ
ま
す

。

ま
た
、
花
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま

す
の
で

、
皆
さ
ん
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先
　
農
産
係

緑の大敵
アメヒト退治を

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
い

ろ
い
ろ
な
植
物
の
葉
を
食
べ
、
繁

殖
力
が
旺
盛
で
樹
木
に
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
す
害
虫

で
、
発
生
時
期
は
、
六

月
と
(
月
で
す
。

越
冬
し
た
サ
ナ
ギ
が

白
い
小
さ
な
蛾
に
な

り
、
産
ん
だ
卵
が
か
え

る
の
か
六
月
中
旬
、
そ

し
て
幼
虫
↓
サ
ナ
ギ
↓

成
虫
↓
産
卵
↓
幼
虫
と

な
っ
て
二
回
目
の
被
害

が
出
る
の
か
八
月
で

す

。
六
月
に
完
全
に
退
治
す
れ
ば
(

月
に
は
ほ
と
ん
ど
発
生
し
ま
せ

ん

。

巣
の
見
つ
け
方

ア
メ
ヒ
ト
は
「
群
ら
か
っ
て
葉

の
裏
側
に
巣
を
つ
く
り
、
初
め
葉

の
表
皮
だ
け
を
残
し

て
食
べ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
葉
は
透
け

て
見
え
る
の
で
た
や

す
く
発
見
で
き
ま

す
。好

ん
で
産
卵
す
る

プ
ラ
タ
ナ
ス
・
桜
・

柳
・
柿
な
ど
を
中
心

に
探
し
ま
し
ょ
う
。

奥
の
う
ち
に
駆
除
す

る
の
か
最
も
効
果
的
で
す

。

巣
を
取
り
除
く
に
は

巣
を
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
に
そ
の

枝
葉
を
切
り
取
り
、略
み
つ
ぶ
す

か
、焼
き
殺
し
て
く
だ
さ
い
。二
～
三

日
も
放
置
す
る
と
、
幼
虫
は

散
っ
て
し
ま
う
の
で
、
見
つ
け
次

第
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

高
い
枝
の
菓
は
、
竹
ザ
オ
の
先

に
(
サ
ミ
を
つ
け
た
高
枝
切
り
を

使
う
と
便
利
で
す
。

薬
剤
駆
除

ア
メ
ヒ
ト
は
、一
斉
に
発
生
し

ま
す
。そ
こ
で
、駆
除
も
一
斉
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す

か
、区
が
一
手
に
引
き
受
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。ど
う
し
て
も

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
ら
れ
な
い

と
退
治
で
き
ま
せ
ん
の
で
、各
家

庭
の
樹
木
(
庭
木
)
に
つ
い
て
は

所
有
者
に
お
願
い
し
ま
す

。
し
か

し
、高
さ
が
六
㍍
以
上
あ
る
と
か
、

多
一
で
あ
る
と
か
、
ま
た
所
有
者

が
不
明
な
ど
で
駆
除
困
難
な
場
合

に
は
、
区
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

区
で
は

、
地
域
で
駆
除
す
る
方

の
た
め
に
各
出
張
所
に
動
力
噴
霧

機
と
薬
剤
を
配
備
し
て
い
ま
す
の

で

、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、学
校
、公
園
、街
路
樹

な
ど
区
で
管
理
し
て
い
る
樹
木
に

つ
い
て
は
、
集
中
的
に
駆
除
し
ま

す
。緑

を
守
り
、
緑
ゆ
た
か
な
足
立

区
に
す
る
た
め
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ

ト
リ
を
退
治
し
ま
し
I
つ
。

問
合
せ
先
　
生
活
環
境
係

み
ん
な
で
作
ろ
う

緑
の
街
を

大
切
な
緑
を
守
る
た
め
、
区
で
は

そ
の
保
全
と
回
復
に
男
め

、
数
々
の

事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す

。

緑
の
手
引
き
を

差
し
あ
げ
ま
す

こ
の
ほ
ど
木
の
植
え
方
、増
や
し

方
や
、
病
害
虫
の
駆
除
の
し
か
た
な

ど
を
内
容
と
し
た
「
緑
の
手
引
き
」

の
小
冊
子
を
作
り
ま
し
た

。

ご
希
望
の
方
に
、
無
料
で
頒
布
し

ま
す
の
で

、
次
の
要
領
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
・
:往
復
(
ガ
キ
で
下
記
の

記
入
例
に
よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
一
世
帯
一
枚
(
一
冊
子
)

に
限
り
ま
す
。

な
お
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
抽
せ
ん
で
す
。

申
込
締
切
日
…
六
月
十
日
(
土
)
ま

で
に
環
境
課
へ
到
着
し
た
も
の

。

頒
布
部
数
=
・
五
百
部

頒
布
方
法
・
・
返
信
用
(
ガ
キ
に
よ
り

頒
布
決
定
の
有
無
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
頒
布
を
受
け

ら
れ
る
方
は
、
そ
の
(

ガ
キ
を
ご

持
参
の
上
、
緑
化
係
ま
で
お
い
で

く
だ
さ
い
。(
ガ
キ
と
引
換
え
で

お
渡
し
し
ま
す
。

ハガキの記入例

家
を
建
て
た
方
に

苗
木
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

区
で
は
、
区
内
の
民
有
地
の
緑
化

を
図
る
た
め
、
二
百
平
方
㍍
以
上
の

敷
地
に
住
居
や
工
場
な
ど
を
建
築
す

る
方
を
対
象
に
、
緑
化
計
画
書
を
提

出
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
敷
地
内
の

緑
化
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

。

こ
の
事
業
の
奨
励
を
図
る
た
め
に

昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
苗
木

の
無
償
配
布
を
行
な
い
ま
す

。
ご
希

望
の
方
は
、
緑
化
計
画
書
を
提
出
す

る
際
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

。

対
象
・
・
・
昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
以

降
に
建
築
物
を
新
築
し
、
緑
化
計

両
書
を
提
出
さ
れ
た
方

苗
木
の即

売
会

恒
例
に
な
り
ま
し
た
苗
木
の
即
売

会
(
右
下
写
真
)
を
次
の
と
お
り
行

な
い
ま
す
。苗
木
は
、産
地
直
送
に

よ
り
市
価
の
二
～
三
割
で
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
お
求
め
く
だ
さ
い
。

な
お
、
会
場
で
は
緑
に
関
す
る
相

談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

、
皆

さ
ん
お
さ
そ
い
合
わ
せ
の
う
え
お
い

で
く
だ
さ
い
。

植
木
・
苗
木
種
類
・
=貝
塚
伊
吹
・
つ

け
・
も
く
せ
い
・
つ
ぱ
き
・
さ
ざ

ん
か
な
ど

鉢
植
類
・
=さ
つ
き
・
つ
つ
じ
・
五
葉

松
・
か
え
で
な
ど

日
時
・
場
所
…
八
月
七
日
(
水
)
花

畑
区
民
セ
ン
タ
ー
(
花
畑
土
地
区

画
整
理
組
合
四
十
七
街
区
)
・
(

日
(
木
)
東
椿
公
園
(
椿
二
丁
目

ニ

ー

九
)
・
九
日
(
金
)
千
往

中
居
町
公
園
(
千
住
中
居
町
二
四
-

七
)
時
間
は

い
す
れ
も
午
前
十

時
～
午
後
四
時
で

、
雨
天
の
場
合

で
も
異
施
し
ま
す
。

ま
た
、会
場
で
は
園
芸
用
土
、肥

料
、植
木
鉢
の
即
売
も
行
な
い
ま
す
。

区
内
の
自
然
と
緑
の

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

日
常
生
活
の
中
で
「
や
す
ら
き
と

ゆ
と
り
を
も
た
ら
す
緑
」
の
確
保
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

区
で
は
自
然
や
緑
へ
の
観
し
み
や

理
解
を
深
め
る
た
め
第
二
回
「
緑
化

推
進
写
其
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
行
な
い

ま
す
。

通
り
に
面
し
た
庭
や
軒
先
、
団
地

の
ベ
ラ
ン
ダ
に
飾
り
つ
け
た
植
木
や

草
花
、
自
然
林
、
寺
社
の
森
、
屋
敷

林
、
公
園
の
美
し
さ
な
ど
、
カ
メ
ラ

を
通
し
て
区
内
の
緑
と
私
た
ち
の
か

か
わ
り
あ
い
を
、
強
く
訴
え
た
写
真

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
作
品
の
規
格
・・・
カ
ラ
ー
プ
リ
ン

ト
で
2
L
(

キ
ャ
ビ
ネ
相
当
)
か

ら
四
ツ
切
り
ま
で

応
募
上
の
注
意
・
・
・
①
ア
マ
チ
ュ
ア
の

方
で
、作
品
は
一
年
以
内
に
撮
影

し
た
自
作
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
　
②
応
募
作
品
の
点
数
に
は

制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、返
却
は

い
た
し
ま
せ
ん
　
③
入
賞
し
た
方

は
、
ネ
ガ
を
提
出
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
作
品
の
使
用

権
は
、
区
に
帰
属
し
ま
す

。

提
出
締
切
日
・
・
・
昭
和
五
十
三
年
一
月

三
十
一
日

賞
…
推
せ
ん
一
点
・
特
選
三
点
・
入

選
十
点
・
佳
作
二
十
点
(
入
賞
者

に
は
、
賞
状
、
賞
品
を
差
し
あ
げ

ま
す
)

提
出
先
…
緑
化
係
お
よ
び
、区
内
写

真
材
料
商
業
協
同
結
合
加
盟
カ
メ

ラ
店

問
合
せ
先
　
緑
化
係

発
生
源
の
あ
る
方
ご
注
意
を

夏
場

の
公

害

町
か
ら
公
害
を
な
く
し
、
快
適

な
夏
場
の
生
卮
環
境
づ
く
り
の
た

め
、
次
の
点
に
つ
い
て
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
事
業
経
営
者
の
方
々
へ

▽
騒
音
を
発
生
す
る
作
業
を
行
な

う
時
は
、
必
ず
窓
や
出
入
口
な
ど

の
開
口
都
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

▽
屋
外
で
は
、騒
音
、粉
じ
ん
、

悪
臭
の
で
る
よ
う
な
作
業
は
行
な

わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
悪
臭
を
発
生
す
る
作
業
は
、
必

ず
除
害
施
設
を
設
け
て
か
ら
行
な

っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
ボ
イ
ラ
ー
焼
却
炉
等
の
燃
焼
施

設
は
、
ば
い
煙
、
粉
じ
ん
が
出
な

い
よ
う
十
分
な
管
理
を
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
薬
品
、
重
油
の
流
出
な
ど
の
突

発
事
故
を
未
然
に
防
止
す

る
た

め
、
常
に
施
股
の
点
検
を
行
な
っ

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
事
故
が
発

生
し
た
時
は
、
す
ぐ
公
害
課
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

○
一
般
家
庭
の
方
へ

▽
ク
ー
ラ
ー
を
新
た
に
段
置
す
る

場
合
は
静
音
型
の
室
外
ユ
一二
卜

を
確
実
に
据
付
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
取
付
け
場
所

は
騒
音
、
熟
風
で
近
所
の
方
へ
迷

惑
を
か
け
な
い
場
所
を
選
ん
で
く

だ
さ
い
。

▽
近
所
の
方
へ
迷
窓
を
か
け
る
お

そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、
十
分
対
策

を
立
て
て
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
公
害
の
事
前
防
止
の

制
度
と
し
て
、
東
京
都
公
害
防
止

粂
例
に
定
め
る
工
場
の
認
可
、
指

定
作
業
揚
の
届
出
、
ま
た
他
の
法

令
に
よ
る
届
出
の
制
度
も
あ
り
ま

す
。
ま
だ
こ
れ
ら
の
手
続
き
が
お

済
み
で
な
い
方
は
、
至
急
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
公
害
課
へ
。

空
地
の
雑
草

刈
取
り
ま
し
ょ
う

空
き
地
に
雑
草
が
は
ぴ
こ
る
季

節
と
な
り
ま
し
た
。

雑
草
は
、
付
近
の
住
民
の
迷
惑

に
な
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
非
行

の
場
所
に
な
っ
た
り
、
ゴ
ミ
な
ど

か
捨
て
ら
れ
て
環
視
上
の
問
晒
に

も
な
り
ま
す
。

区
で
は
随
時
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し

て
、
雑
草
繁
茂
地
の
所
有
者
に
雑

草
の
除
去
を
、
お
願
い
し
て
い
ま

す

。

し
か
し
、
ま
だ
雑
草
の
繁
っ
て

い
る
空
き
地
は
随
所
に
見
ら
れ
ま

す
の
で
、
所
有
(
管
理
)
し
て
い

る
方
は
常
に
空
き
地
を
適
正
に
管

理
さ
れ
る
よ
う
ご
協
力

く
だ

さ

い
。な

お
、
自
分
で
雑
草
を
刈
り
取

れ
な
い
方
は
一
平
方
㍍
四
十
五
円

の
委
託
料
で
、
区
が
か
わ
っ
て
行

な
い
ま
す
。

問
合
せ
先
　
生
活
環
境
係

ご
協
力
く
だ
さ
い

事
業
所
統
計
調
査

工
場
、
店
舗
、
会
社

、
学
校
を

は
じ
め
駅
や
病
院
、
官
公
庁
な
ど

あ
ら
ゆ
る
種
類
の
事
業
所
を
対
象

に
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

六
月
十
五
日
か
ら
二
十
五
日
頃

ま
で
に
、
調
査
員
が
事
業
所
に
お

伺
い
し
ま
す
の
で

、
ぜ
ひ
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

な
お
、
記
入
し
て
い
た
だ
い
た

事
項
は
、
統
計
を
作
る
た
め
に
だ

け
使
用
し
、統
計
調
査
以
外
の
目

的
に
は
決
し
て
使
用
し
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先
　
都
総
務
局
経
済
統
計

課
　
二
匸
〒
五
一
一
一
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み
ん
なの力
で

交
通
事
故
を
な
く
そ
う

「お先へ
どうぞ
、ありがと
う
」

ゆずり合うゆとりと
、交通ル
ールを守
る

こ
とが
、事故防止の
決め手で
す
。まず
、あ

なたが実行して
事故
をなくし
ましょう
。

本
年
一
月
か
ら
四
月
ま
で
の
四
か
月
間
に
、
都
内
で
発
生
し
た
交
通
事

故
に
よ
る
死
者
は
百
人
を
数
え
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
区
内
で
は
十
こ
人
　
(
全
体
の
一
二
%
)
の
人
が
死
亡
し

ています
。他の区市にくらべて

極めて
高いペースで
発生してい

ます
。
特に四月二
十日から二十
九日

まで
のわ
ずか十日
間に
、五
件の

死亡事故
(二
日に一
件の
割合
)

が発生するなど
、まさに異
常な

事態で
す
。また
、死
亡者の
六七
%
(
(

人
)が区内居
住者で
あると

いうこ
とも痛ましい限りで
す
。

そこで
、無事故の足立区
をめ

さし
、皆さんで
次の
事に注
意し

ましょう
。

目立つ
、歩行者

自転車の事故

区内で
発生してい
る死亡
事故

を分析してみ
ると
、原付
(第一

種原動機付自転車
)を運転中
が

四人
、自転車に乗っていたひと

が三人
、歩行中が三人
、自動二

輪車を運転中
、または
、自動車

に同乗中に事故の巻き添えをく

って死亡したひとが各一
人とい

うように
、死者十二人のうち十

人
(
(三%
)が歩行者
、自転車

などの
、いわゆる交通弱者が事

故の犠牲になっているのか
、大

きな特徴としてあげられます
。

また
、十二件の死亡事故のう

ち
、
(件
(六七
%
)までが、そ

の相手方は
、いずれも大型ない

し普通貨物自動車であるという

ことも
、足立区内の交通事情に

照らし合わせて
、考えさせられ

る問題です
。

一
時停止は
必ず守ろう

区内の交差点で
、自転車で通

動途中の人が、左方から進行し

てきた普通貨物自動車と出合頭

に薗突して頭部を打ち
、間もな

く死亡しました
。

見とおしのきかない交差点を

除行しなかった自動車の運転手

にも貴任がありますが
、なんと

いっても
、一
時停止の標識かあ

るのに
、これを無視して交差点

を通り抜けようとした自転車利

用者の行為か
、死亡事故に至る

最大の原因となっていることは
いうまでもありません
。

一
時停止標識のあるところは

もちろん
、自転車も一
且停止し

て
、左右の安全を確かめてから

進行しなければなりませんか
、

標識のないところであっても
、

見とおしの悪い交差点では
、出

合頭の事故を防ぐために
、一
時

停止して左右の安全を確かめて

から進行することか必要です
。

自転車も歩道を

通行しよう

環七
、日光街道などのように

歩車道の区別のある道路では
、

自転車は
、自動車との接触を避

けるため
。必ず歩道を通りまし

ょう
。
その際
、歩行者に十分に注意

しながら
、ゆっくり通行してく

ださい
。大型自動車の

死角に注意

区内の信号機のある交差点で

自転車に乗っていた人
が
、同交

差点を左折しようとした
ダン
プ

カー
に巻き込ま
れ、左後輪でひ

かれて即死しまし
た。また、同

じよ
うな事故
が環七通りの
交差

点で
も発
生しています
。

この
事故は、二人乗りの
自転

車が、左折しようとした大型貨

吻
自動車に巻き込まれたもので

一
人は難
をまぬ
がれましたが、

うしろに乗っていた人かトラッ

ク
側にころんでトラ
'クの
左後

輪
にひかれ死亡しました。

大型貨吻自動車の運転席から

は見えにくい死角かできます。

その死角が生んだ典型的な巻き

込み事故の事例です。したがっ

て、自転車や原付などの二輪車

か交差点で偬号待ちなどをする

ときには、死
角になりやすい大

型貨物自動車の左側に並んで待

つことは、極めて危険ですから

必ず、大型車のうしろの方で待

つようにし、巻き込み事故に合

わないようにしなければなりま

せん。多発する
オー
トバイ事故

渋滞で
ノロノロ走ってい
る大

型トラ
'クなどの
側方を、無理

に追い抜こ
うとして
バランス
を

くすし転倒して
、トラック
など

の後輪でひ
かれるとい
う事故
が

ありました。

オート
バイを還転する人は
、

安全運転に男め
、事故
を起こ
さ

ないようにしまし
Iつ
。

(千住・
西新井・
綾
瀬警察署
)

大型車がひんぱんに通る区内の道路

第12回

足立区 展

力作を募集します

芸術・
文化を愛する区民の作

品発表の堝として親しまれて来

ました足立区展も
、今回で十二

回目を迎えました
。

今年は左記の要領で開催しま

す
。皆さんの力作を
、

ふるって
ご応募くだ

さい
。応募要領

資
格
　
区
内
在
往
・
在
勤
・
在
学
の
方

搬入日時
(場所
)

〝
少
年
の
部
〟
中

学生以下

▽
書
道
　
七
月
四
日
(
火
)
午
後
一
時
～
三
時
(
区

役所七階教育委貝会窒
)

▽
洋画・
彫
塑
　七月
(日
(土
)

午後一
時～三時
(教育セン

ター一
階
)

〝
一
般
の
部
〟

▽
洋
画
・
彫
塑
　
七
月
二
十
五
日
(
火
)
午
後
一
時
～
六
時
　

(産業振興館二階
)

▽
書
道
　
(
月
一
日
(
火
)
午
後
一

時
～
六
時
　
(
産
業
振
興
館
二
階
)

応
募
作
品
規
定

〝
少
年
の
部
〟

▽
書
道
　
大
き
さ
3
5
㌢
×
6
8
㌢
(
半
切
の
二
分
の
一
)
　
一
人
一
点
、

入辺展示作品は四百点限り
。

表装は艦別後に行ないますの

で
、方法について
、くわしく

は文化係へ
お問い合わせくだ

さい
。

▽洋画
　油絵・
水彩画・
版画

五十号以下

で
仮縁以
上

の
額装つ
き

一
人二点以

内▽彫塑
　題材

など制限は

ありません

〝
一
般
の
部

〟▽書道
(漢字

・
かな・
近

代
詩
文
・
前
衛
・
篆
刻
・
刻
字
)
表
装
ま
た
は
枠
張
と
し
、
仕
上
り

は
9
1
㌢
×
1
8
2
㌢
以
内

▽洋画
　少年の部に同じ

▽
彫
塑
　
少
年
の
都
に
同
じ

展示公開

場所・
期間

〝
少
年
の
部
〟
　
教
育
セ
ン
タ
ー

▽
洋
画
・
彫
塑
　
七
月
十
日
(
月
)
～
十
五
日
(
土
)
各
日
と
も
午
前

九時～午後五時

▽
書
道
　
七
月
十
(
日
(
火
)
～
二
十
二
日
(
土
)
各
日
と
も
午
前
九

時
～
午
後
五
時

〝
一
般
の
部
〟
　
産
業
振
興
館

▽
洋
画
・
彫
塑
　
七
月
二
十
六
日
(
水
)
～
三
十
日
(
日
)

平日・
土曜は午前九時～午後

六時・
日昭は午前九時～午後

四時
▽書道
　
(月二日
(水
)～六日
(

日
)

平日・
土曜は午前九時～午後

六時
、日曜は午前九時～午後

五時
◎
そ
の
他
　
応
募
要
項
・
出
品
票
な
ど
文
化
係
に
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先
　
教
育
委
員
会
文
化
係

み
んなの
豆
知識

スナック菓子の

食塩含有量

最
近
、
日
本
人
の
食
生
活
に
お

いて
、肥滴の防止というこ
と

から
、睹分のとり過ぎに注意

す
る人
が多くなりましたが食

塩のとり過
ぎにつ
いて
は
、そ

れほ
ど関心か持たれて
いない

ようです
。

食
塩は
、人間にとって
欠く

ことので
きないもので
すが
、

毎日多最にとり観け
て
い
る

と
、高血圧
症の原因
にもなる

といわれて
います
。

着色料や保存料などの
よう

な食品添加物には
、その
毒性

によって
使用基準が定められ

ています
が
、食
塩につ
いて
は

基準はなく
、いくらとり過ぎ

ても無害であるかの

ように誤解されがち

です
。
人間が言
七必要

な食塩の
aは
、年齢

などによっても異な

り
、およそ五～十五

㌘とされて
い
ま
す

が
、日本人はその倍

近くの食塩を
、毎日

いろいろな食物から

とっています
。

最近は子供のおやつにも塩

昧のきいた
、いわゆるスナッ

ク菓子か多く見られます
。

区
の
消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
は
、
他
の
六
区
(
目
黒
、
大
田
、
世
田

谷
、
中
野
、
杉
並
、
板
橋
)
の
消
費
者
セ
ン
タ
ー
と
合
同
で
、
ス
ナ
y

ク菓子の食塩含有量をテス

トしました
。

左
上
表
I
の
結
果
ど
お
り
、
ス
ナ
y
ク
菓
子
一
〇
〇
㌘
中
の
食
瞳

は
一
㌘
～
三
㌘
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
全
体
の
平
均
は
一
・
八
㌘

でした
。

子供にスナ
。ク菓子を袋ご

と与えた場合
、一
袋の量を
I

〇〇㌘とすると
、全部食べる

と二㌘の食塩をとることにな

ります
。

お
や
つ
に
ス
ナ
y
ク
菓
子
を
与
え
る
場
合
に
は
、
適
当
な
分
一
に

分けて少しずつ与えるように

したいものです
。

ス
ナ
ッ
ク
菓
子
は
、
油
を
使
っ
て
あ
る
も
の
が
多
い
の
で
、
油
を

いためないために
、保存する

時には次のような点に注意し

てください
。

(
1
)
直
射
日
光
に
さ
ら
さ
な
い

(
2
)
密
閉
容
器
に
入
れ
、
な
る
べ
く
低
い
温
度
で
保
存
す
る

(
3
)
封
を
切
っ
た
も
の
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
食
べ
て
し
ま
う

なお
、購入する時には
、製造

年月日
等に注憲して
、表示
を

よく確認して
買い
まし
Iつ
。

問
合せ先
　消
費者センター

(
七〇一
一
三九一

表
一

試買テスト結果スナック菓子中の塩分含有量

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

東
京
に
も
同
和
問
題
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
(
2
)

東京都にも現在同
和地区出

身者
が約四
十万
人住んでい
る

といわれて
います
。明冶以後
、

都市の拡大とと
もに移転を迫

ら
れたり
、関東大震災や戦災

後の
復興で
混住
が進
み
ま
し

た
。さらに戦後の急速な都市

化は
、混在を
}段と促進し
、

はっきりとらえるこ
とは困
難

です
。また自已に直接閧係の

ないもの
は極端に無関心だと

いうこともあって
、同和問題

が潜在化して
います
が
、決し

て差別問題
がないわけで
はあ

りません
。

結婚
や就職をめぐっての同

和地区出身者に対する差別も

いま
だにあとをた
たないので

す
。言葉や文字で同和地区出

身者
を侮蔑する差別
もけっ
し

て
少なくありません
。わたく

し
たちは
、東京に
もこのよう

な解決されなけれ
ばならない

同
和問題が
、現に存在するこ

とをきぴし
く受け
とめるこ
と

が必嬰なので
す
。

最
近
で
も
、
全
国
の
同
和
地
区

の所在地を配職した図書が販

売され
、東京都内に本社を有

する多くの大企業が
、これを

購入していたという事奥まで

発生しているのです
。このこ

とは
、一
体
、何を意味するの

でし冫つか
。

わ
た
く
し
た
ち
は
〝
東
京
に
は
同
和
問
題
は
な
い
〟
〝

そ
れ
は
自
分
に
は
関
係
の
な
い
こ
と
だ
〟
と

い
う
誤
っ
た
紹
識
を
、
も
し
持
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
ま
ず
、
そ
の
認

識をあらためなければならな

いのです
。

「人間が人間を差別する社

会に
、真の幸福はありえ
な

い
」―
―
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
わ
た
く
し
た
ち
は
、
「
差
別

がもたらすものは
、すべての

人たちにとって
、不
幸なこと

なの
だ
」というこ
とを
、考え

てみ
るべきで
す
。

わたくし
たちは
、同和問題

を正
しく露識し
、同
和問
題の

解決か国民一
人ひ
とりにとっ

て
の課題で
あるこ
と
を
銘
記

し
、おたがいに男力するこ
と

によって
差別のない明るい社

会を築いて
いきたいと思
いま

す
。

◎同和問題に関する
問
合
せ

は
、同和対策担当へ
。

ご家族でご利用を

区民保養所「あだち荘
」

(
月利用分の申込受付は
、

七月一
日
(土
)からで
す
。初

日の受付は
、区産業
振
興
館

(区
役所隣り
)で
午前
(時三

十分から行ないます
。

なお六月～
(月の休館日は

次の
とおりです
。

休館日
　六月十三日・
十四日

・二十七日・
二十
(日・
七

月十一
日・
十二日・
十
(日

・
十九日・
(月
(日・
九日

・
二十二日・
二十三日

また
、夏休み期間
(七月二

十一日～
(月三十一
日
)は
、

二十名以上の団体のご利用は

できませんのでご了承くださ

い
。
問合せ先
　区民係

町の話題

〝米
ま
つ
り
〟
を
開
催
中

―
お
米
を
食
べ
て

電
子
レ
ン
ジ
を
当
て
よ
う
―

東米商足立支部
(米まつ
り

加盟店
)で
は
、日頃の
願客へ

の
感謝をこ
めて
、六月末日
ま

で「謝恩米まつ
り
」を奥施し

て
います
。

この
期間に『米まつ
り
』加

盟店で
お買上げい
ただい
た方

に
、十キロ
グラ
ムにつ
き
、一

枚の
抽せん券を差し
上げてい

ます
。

ま
た
、
景
品
も
豪
華
賞
品
(
総
額
約
(
百
万
円
)
が
数
多
く
用
意

されて
いますので
、おいしい

米飯をモ
リモリ
食べて
、景品

を
バッ
チリ当てて
ください
。

な
お
、
抽
せ
ん
日
は
七
月
三
日

(月
)で
す
。当り賞品の引
換

は
、お賈上けいただいた「米

まつ
り
」加盟店で
、当選券と

引換えにお受取りください
。

賞品引換期限は七月
二
十
日
(

木
)までで
す
。

施設見学会へ
あなたもどうぞ

区の施設について
、理解と

認識を深めていただくため
、

区では施設見学会を実施して

います
。今回は
、次の要領で

行ないますので
、ふるってご

参加ください
。

日
時
　
六
月
十
五
日
(
さ
・
十
六
日
(
金
)
の
二
日
間
(
各
日

と
も
、
午
前
九
時
二
十
分
ま
で
に
区
役
所
前
集
合
。
午
後
四
時

頃竹の塚駅前解散
)

参加資格
　区内在住の濟二十

歳以上の方

見学施設
　消費者セン
ター・

川田
橋排水場・
東部セン
タ

ー・
しょうぷ沼公園・
大谷

田児童館・
教育セン
ター

定員
　一
日二
十名
、計四十
名
(

ただし
、応募者が多数の

場合は抽せんになります
)

申込期間
　六月五日
(月
)～
(

日
(木
)

参加費
　無料
(昼食は
、こ
ち

らで用
意します
)

申込方法・
申込先
　電話で
広

報課へ
。
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昭和五十二年分所得税の

特別減税を実施

税
金
が
戻
り
ま
す

今回
、昭和五十二
年分所得税

の特別減税が行なわれ
、次の
金

額
が還付されるこ
とになりまし

た
。還付される金鎖は
、本人は

六千円
、控除対象配
偶者や扶養

親族は一
人につ
き三千円
として

計算した金額で
す
。ただし
、昭

和五十二年分の
所得税額の
方が

少ないときは
、その
税額まで
と

なります
。

還付を受けられる人
　還付を受

けられるのは
、昭和五十二
年

分の
所得税を納めた人で
す
。

ただし
、利子・
配
当などの
蓆

泉分離課税の
所得税について

は一
付されません
。

還付方法とその手
続き
　①サラ

リ
ーマンの
場合・・未
年六月一

日現
在において
昨年と同
じ会

社に勤務して
いる方は
、六～

七月嗔
、勤務先から還付され

ます
。しかし
、給与以
外に所

得があっ
たり
、二
か所以
上か

ら給与をもらって
いるために

確
定
申
告
を
し
た
人
で
、
勤
務
先

か
ら
還
付
し
き
れ
な
い
分
が
あ
る

と
き
は
、
そ
の
分
に
つ
い
て
は
、

次
に
説
明
す
る
事
業
所
得
者
な
ど

の
場
合
と
同
じ
方
法
で
還
付
さ
れ

ま
す
。
　
②
事
業
所
得
者
な
ど
の

楊
合
・
:
事
業
所
得
者
な
ど
確
定
申

告
を
し
て
納
税
し
た
人
は
、
六
月

末
頃
に
税
務
署
か
ら
特
別
峨
税
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ

ま
す
か
ら
、
こ
れ
に
同
封
し
て
あ

る
還
付
冊
求
書
用
紙
に
所
要
の
事

項
を
記
入
し
て
、
税
務
署
に
ご
返

送
く
だ
さ
い
。
そ
う
し
ま
す
と
、

税
務
署
か
ら
還
付
金
の
支
払
通
知
書

が
送
ら
れ
て
来
ま
す
か
ら
、
こ

の
支
払
通
知
書
に
よ
っ
て
郵
便
局

で
還付金を受取るこ
とになり

ます
。⑤その他の人の
場合・・・

今年になって
五月末まで
に退

職した人や
、昨年中途で退
職

した人などは
、税務暑へ
還付

請求をして
ください
。この
堝

合
、昭和五十二
年分の
確定申

告
Iを提出してい
ない人
は
、

期限後の確定申告をして
、恃

別減税を受けるこ
とになって

います
。

問
合
せ
先
　
足
立
税
務
署
(
　
(
(
(
⊥
(
二
四
一
)
　
西
新
井
税
務

署
(
　
(
四
〇
-一一
―一
)

大法人の
住民税均等
割の

税
率が引上
げられました
。

く
わ
し
く
は
、
足
立
都
税
事

務
所
(
　
八
八
二
-
二
一
一
一
)

へ
ど
う
ぞ
。

7月1日からオープン
水の季節

泳ぎは区営プールで
水
の
季
節
―
夏
が
も
う
す
ぐ
や
っ
て
き
ま
す
。
区
で
は
今
年
も
、
次
の

区営プールを開設します
。開設

期
間
は
、
七
月
一
日
か
ら
(
月
三
十

一
日
ま
で
で
す
。
健
康
な
身
体
を
作

る
た
め
に
も
お
お
い
に
泳
い
で
く
だ

さ
い
。
料
金
は
、
一
時
間
、
小
人
二

十円
、大人四十

円です
。

▽千
住公園プー
ル・・・千
往大川町

三
五
-一

▽
千
往
旭
公
園
プ
ー
ル
…
千
住
旭
町

三〇一
一

▽大谷田爾公園
ブー
ル・・・中川四

丁目四一丁
一

▽
中郷公園
プー
ル・・・西新井一丁

目二九一
一
五

▽
鹿浜校趾公園
プー
ル・
=鹿浜三

丁
目一
四
-一

▽体育館プー
ル・・・中央本町一
丁

目一
七
-二

公園プ
ールの
団体貸切り

土曜
、日曜日を除く午前中は
、

団体による貸切
り使用
ができま

す
。受付は
、六月十
六日からで

す
。ただし
、六月十
六日の受付

は
、午前十時から千
住保健所一

階請堂で
、抽せ
んによ
り行ない

ます
。

問合せ先
　公園プールは公園管

理係
、体育館プールは体育館
(

(
(六
-六〇匸二
)へ
。

元気に泳ぐ小さな飛魚たち

区民 カレンダー( 6 月5 日～7 月4 日)
行 事・催し物

足立区で買おう　食べよう　頼もう

たばこは
区内で買いましょう

昭和54年 4 月以降採用の

特別区 職員を
募 集しま す

<大学卒業程度>
職
種
・
採
用
予
定
人
数
　
①
事
務
・
・
・
三
百
五
十
名
　
②
土
木
…
三
十
名

③
建
築
・
④
機
械
・
⑤
電
気
・
⑥
化
学
・
⑦
造
園
・
⑧
福
祉
指
導

(
A
・
B
)
・
⑨
禽
品
衛
生
監
視
・
⑩
環
境
衛
生
監
視
・
⑪
衛
生
検

査・・・それぞれ若干名

受
験
資
格
　
①
～
⑤
・
・
・
学
歴
を
閧
わ

ず
昭
和
二
十
六
年
四
月
二
日
～
昭
和
三
十
二
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
　
⑧
～
⑩
・
・
・
半
歴
を
問

わず昭和二十四年四月二日～

昭和三十二年四月一
日まで
に

生
ま
れ
た
者
杤
よ
ぴ
昭
和
五
十
一
年
三
月
以
降
大
学
を
卒
業
し
た
者

(
昭
和
五
十
四
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
大
学
卒
業
見
込
の
者
も
含

む
)
　
た
だ
し
、
⑧
は
児
童
指
導

員
、
⑨
は
食
品
衛
生
監
視
員
、
⑩

は
環
境
衛
生
監
視
員
、
⑪
は
衛
生

検査技師免許または
臨床
検査

技師免杵の
資格が必要です
。

※
資
格
・
免
許
に
つ
い
て
は
、
昭
和

五十四
年三月三
十一
日まで
に

資格免許取得の
者も受
験でき

ます
。

申
込
期
間
　
郵
送
の
場
合
・
・
・
昭
和
五
十
三
年
六
月
(
日
ま
で
の
消
印
ま

で
有
効
　
持
参
の
場
合
…
昭
和
五
十
三
年
六
月
九
日
(
金
)
～
六
月

十三日
(火
)午前十時～午後

四
時
。ただし
、日曜日は除き
、

土曜日は正午までで
す
。

試験日
　七月二
十三日
(日
)

申込・
問合せ先
　特別区人
募委

員会
事務局任用
課
(千仞
千

代田区九段北一
-一―四
東

亰区政会館内
)
　
　
二
六五
-

〇六七一
内線
　三一
三
左
六

募

集

勤労青少年寮
の募集

募
集
人
員
　
二
十
五
名
(
申
込
者
多

数の場合は抽選により決定
)

申
込
資
格
　
▽
単
身
男
子
　
▽
都
内

の
中
小
企
業
に
動
務
　
▽
年
齢
が

膺
十
五
歳
～
濟
二
十
三
歳
　
▽
申

込
み
日
前
三
か
月
の
平
均
月
収
が
十
万
円
以
下
　
▽
従
業
員
寮
が
な

い
こ
と
。
ま
た
は
あ
る
場
合
で
も

入
寮
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と

▽
現
在
の
居
室
状
態
が
次
の
い
ず

れ
か
に
骸
当
す
る
こ
と
・
・
・
○
ひ
と

り
当
り
の
居
室
面
積
が
四
・
九
平

方
㍍
以
下
(
三
畳
未
膺
)
の
場
合
　
○
月

額家賃
が平均月収の二

十
%
以
上
の
場
合
　
○
住
宅
以
外
の
鏤
吻
に
住
ん
で
い
る
場
合

申
込
方
法
　
入
寮
申
込
書
、
勤
務
証
明
書
を
持
参
か
ま
た
は
郵
送
し
て

ください
。応
募用紙は区役所

商工係
、勤労青少年祭に
あり

ます
。

寮の所
在地
　千往桜木二丁
目一

五
-
I
I
一
〇一

申込・
問合せ先
　商工
係

区奨学生を募集中

募集人員
　高校六十名
、大学十

名貸
付
金
額
　
修
学
賢
金
・
・
・
高
校
月
額
七
千
円
以
内
、
大
学
月
額
一
万
円

以
内
　入
学資金・・・高校三万円

以
内
、大学五万円以内

資格
　▽区
内に引
続き三年以
上

住んでい
る方の子
弟
　▽都内

にある学校に在学しているこ

と
(昭和五十四
年度入
学者を

含む
)
　▽同種の学賢金を他

から借りていないこと

申込期限
　六月二十日
(火
)

採用者の発表
　十一
月中毎の予

定貸
付
開
始
　
昭
和
五
十
四
年
呀
月

申込・
問合せ先
　学務課振興係

参
加
者
募
集
中

幼児家庭教育学級

幼稚園・
保育園に就園して
い

ない幼児の
ために幼児家庭教青

学級を行なってい
ます
。まだ
、

余裕かありますので
ご希望の
方

はお申込み
ください
。

対象
　昭和四十
七年四月二日～

昭和四
十
(年四
月一
日
生まれ

で
、現在
、幼稚園・
保育園に就

園して
いない幼児とその両
親

場
所
　
区
立
洌
江
小
学
校
(
西
保
木
間
一
-
一
〇
-
三
)

募集人員
　若干
名

申込方法
　
(ガキに住所・
氏名

・
電話番号と
、幼児の名
前・

生年月日を記入の
うえ教育委

員会幼児教育担当
(干
僅
了

五〇
)へ
。

※
条
件
や
注
意
事
項
が
色
々
あ
り
ま
す
の
で
申
込
み
前
に
、
幼
児
教
育
担

当へ
お問合わせ
ください
。

健

康

栄養教室

日時
　六月十三日・
十五日・
二

十七日・
二十九日
　時間はい

ずれ
も午後一
時三十分
(無科
)

テーマ
　肥膺予防のための
食事

定員
　先
着三十名

場所・
申込先
　竹の塚保健相談

所
　
　
(
(
五一
五四ニ
ー

働いてい
る妊婦さんへ

母親学級

日時
　六月十日
(土
)午後一
時

定員
　二十五名
(無料
)

内
容
　
妊
娠
の
生
理
・
衛
生
・
栄
養
・
新
住
児
の
扱
い
方
な
ど

場所
　千
住保健所

申込先
　六月七日まで
電話で
、

千住保健所業務係
(
　
(
(
(
-

四二七七
)へ
どうぞ
。

育児相談をどうぞ

日
時
　
六
月
七
日
・
十
四
日
(
水
)
午
前
九
時
(
無
料
)

内容
　身体測定・
育児と栄養指

導場所・
問合せ先
　江北保健相談

所
　
　
(
九六
-四〇〇四

※当日は
、母子健康手帳
、おむ

つをお持ちください
。

早期発見のために

子宮がん検診

対
象
　
千
住
保
健
所
(
東
和
・
江
北

保健相談所含む
)管内の三
十

歳以上の女性

期日
　七月二十一日
(金・
)
(月

十六日
(水
)・十七日
(木
)・二

十二日
(火
)・二
十八日
(月
)・

二十九日
(火
)

場所
　都がん検診セン
タ
ー

募集人員
　先着二百三
十名
(無

料
)

申込・
問合せ先
　往復
(ガキに

住所・
氏名・
生年月日・
電話

番号・
希望する月日
を明紀の

うえ千住保健所業務係
(千住

仲町七六番地
　
　
(
(
(
-
四

二七七
)へ
。六月五日～十五

日の消印まで有効
。

掲
示
板

区民教養講座

期
日
・
内
容
・
講
師
　
六
月
十
七

日
(
土
)
―
人
形
劇
を
語
る
・
・
・

竹田
扇之助氏
(竹田人形
座

長
)
　六月二
十四日
(土
)…

地震の予知は可
能か・・・小
川

海平氏
　七月一
日
(土
)
-

地震から生き残るために・・・

佐藤勝彦氏

時
間
　
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十

分
～
三
時
三
十
分
(
無
料
)

対象
　一
般区
民

定員
　先着百七十名

申込・
問合せ
先
　教育セン
タ

ー
(
　
(五〇一
(
(〇一
)

申込受付は
、六日
から
。

児童
(育成
)手当金

振
込
み
ま
す

昭和五十三年六月期支払分
(

昭和五十三年二
月から昭和

五十三
年五月分まで
)の児童
(

育成
)手当金は
、六月十二

日にあなたの指定し
た金融機

関に振込み
ますので
、お受取

りください
。

問合せ
先
　児童手当
係

し尿浄化槽は

定期的に点検を

し尿浄化槽は定期的に点検

を受けるように心がけまし
″

う
。点検と清掃は
、管理技術

者と定期保守点検契約をして

ください
。

なお
、し尿浄化槽設置者で
、

未届けの方で
も
、届出
をする

と清掃経費の一
部が助成され

ます
。

く
わ
し
く
は
、
建
築
指
導
課
設

備
係
、
ま
た
は
都
清
掃
局
浄
化
施

設課助成係
(
　二匸
T五一

一一
　内線三
六三三二
)へ
。

クリ
ーニング業

従事者講習会

受講資格
　都内の
クリ
ーニン

グ所において
、現
在グリ
ー

ニン
グ葉に従事している方

またはこ
れから従
事しよう

とする方

日時・
場所
　七月十
(日
(火
)

・
十九日
(水
)・・・文京区民

センタ
ー
(文京区
後楽四
-

一
五―四
)

九月五日
(火
)・
六日
(水
)

・・・足立区
産業振興館

時間はい
ずれも午後○時三

十分～四
時三
十分

受講料
　千五百円

申込・
問
合せ
先
　六月十二日

から受付
ます
。都環境衛
生

課
(
　二匸
T五一一一
)

※
すで
にこの
請習会
を終了し

た方で
、未届
けの方は「
管轄

の
保健所へ
「講習会
終了届出

書
」を提出して
ください
。

精
神
障
害
の
方
の

ための相談室

日時
　六月十
(日
(日
)午後

一
時～五時

場所
　梅島会館二階
(梅島三

丁目二―五
)

問合せ先
　足立精神障害者家

族会
(あしなみ会
)

四六〇
-六三〇九
(昼
)

(九〇
-三四
(一
(夜
)

特
殊
建
築
物
の
定
期
報
告
を
お
忘
れ
な
く
。
く
わ
し
く

は
、建築指導課調査係へ
。

区内二千か所で

大気汚染測定

数
年
前
か
ら
、
大
気
汚
染
に
関
心
を
持
つ
区
民
団
体
が
、
二
酸
化

窒
素
(
N
O
2
)
の
汚
染
状
況
の
測
定
を
つ
づ
け
て
き
て
い
ま
す

が
、今年も環境週間に合わせ

て
、六月六日から七日に
かけ

て
、区
内全域を五百㍍四
方に

区切って
、それぞれの場所で

の二
酸化
窒素の
濃度測定
を実

施すること
にしています
。

実
施
団
体
　
大
気
汚
染
測
定
足
立
実
行
委
員
会
　
　
八
五
〇
一
七

二
百
】

地
域
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
実
施
中
で
す
。
区
立
五
中
・
六
中
の

体
育
館
で
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
卓
球
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
申
込
・
問
合
せ

は
、
体
育
課
へ
ど
う
ぞ
。

寄
付
次の方から多額の寄

付がありました
。

▽
吉
田
三
郎
さ
ん
(
千
住
旭
町
三
七
-
七
)
　
▽
佐
久
間
彦
平
さ

ん
(
花
畑
四
1
】
四
j
】
一
)

NO・S・NA　217, 000


